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背　　景
　これまで、マイクロRNAによるがん診断は、乳がんや肺がんなどの早期診断を可能にすることが知られていまし
た。マイクロRNAによるがん診断を行うためには、数種類のマイクロRNAの塩基配列とその量比を同時に決定する定
量解析が必要ですが、これまでの解析方法では定量解析が不可能でした。

概要・特徴
　次々世代DNAシークエンシング法を用いて、１分子レベルで２種類のDNAの塩基配列と量比を同時に決定する１
分子定量解析法を世界で初めて開発しました。

技術内容
　次々世代DNAシークエンシング法は、１塩基分子の電気抵抗の
違いをトンネル電流で読み出す方法であり、DNAやマイクロRNA
の塩基配列、ペプチドのアミノ酸配列を直接解読できる方法です。
今回、当研究グループは、次世代DNAシークエンシング法で解読
できる塩基長を長くすることにより、がんの診断マーカーである
2種類のマイクロRNAに対応するDNAの塩基配列と量比の決定に
成功しました。これにより、マイクロRNAを利用した乳がんや肺
がんなどの早期診断が期待されます。
　これまで開発してきた次々世代DNAシークエンサー法の読取り
塩基長を長くすることにより、がん診断に用いられる２種類のマ
イクロRNAに対応するDNAの塩基配列と量比を同時に決定する
定量解析に成功しました。この結果は、マイクロRNAの直接計測
による定量解析が可能であることを示しています。

社会への影響・期待される効果
　本研究成果により、マイクロRNAによる乳がんや肺がんなどの早期診断が期待されます。また、本DNAシークエ
ンシング法は、マイクロRNAをそのまま１分子レベルで定量解析でき、マイクロRNAをDNAに逆転写してDNAを
増幅する操作が不要となるため、低コストかつ迅速ながん診断が期待されます。
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